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1. 序論
CO2などの温室効果ガスの広域評価と将来予測にむけて陸域におけるCO2循環システムを解明し、陸域植生のCO2吸収量の広域評価を行うことが重要な課題となっている。本研究では純生態系交換量(NEE)の広域評価に応用可能な人工衛星から取得したデータと地上観測値を入力パラメータとしたNEE推定モデルを構築し、NEEの推定を行った。
2. 観測概要
地上観測は岡山県玉野市八浜町にある岡山大学農学部附属八浜農場で行った。CO2フラックスは渦相関法により算出した。また葉面積指数(LAI)の観測を行った。
衛星データはNOAA衛星に搭載された改良型超高分解能放射計(AVHRR)のデータを使用する。得られた衛星データから植生指標の一つである正規化植生指数(NDVI)を求めた。

との相関からLAI推定式を構築した。またGPP算出に必要なパラメータである最大光合成量Pmaxは推定されたLAIと、光利用効率αはPARとの相関より推定式を構築し、推定を行った。またGPP、Recoを推定するには、入力パラメータとしてPAR、Tairが必要である。今回はPAR、Tairは地上観測値を用いることとした。以上のパラメータを用いて式(1)、(2)、(3)よりGPP、Reco、NEEを算出した。
4. 結果
　GPP、Reco、NEEの季節変化を図1に示した。推定したNEEの最大値は-33[g m-2 day-1]となり、ほぼ地上観測値と一致する。しかしPmaxとαの推定精度が低い出穂～刈取の間に推定誤差が発生している。しかし推定したNEEはほぼ地上観測値の標準偏差内に収まっており、NEEの季節変化は捉えることが可能であるといえる。また推定したNEEの観測期間内積算値は2200[g m-2]となり地上観測値の約10%の
